
 
 
 
 

⼭⼝型アピールに市⺠も共感！！ 
 高松市繁華街での平和行進は、行進の「見える化」最大のチャンスとなります。 
今年は出発式で、香川民医連の奥谷事務局長が訴えました。奥谷さんは、全行程 5 人の参加

者を揃えようと連日訴えています。今日は医療生協の 8 施設から職員が参加しました。また国

公関係からも 3 組織が参加しました。 
 横断幕は、県労連の藤沢義輝事務局長と新婦人県本部の井上のぶみ事務局長が持ち先導します。

昨年の山口逸郎さんに倣い、岩部乃之原水協筆頭代表の「平和行進で～す」の声に全員が一斉に

唱和。市民の中には手を振ったり、会釈をしたりと大変な共感を頂きました。 
終結集会では十河浩二高教組執行委員長が閉会挨拶。行進参加に対しお礼のあと、現在の情勢

は、「核を使用するか、核を廃絶するか」で、対立点が明らかになっていると強調。草の根の声

で世論を動かしていこうと呼びかけました。お茶のお接待を医療生協から頂きました。 
明日は小豆島、雨が降らないことを祈るばかり。 
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2023 年 6 月 10 日 

原水爆禁止香川県協議会 

 

電話・ＦＡＸ087-831-5350 

さあ元気に出発しましょう！ 田町交番前での終結集会 


